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たが、事実、‘救済’  ‘慈悲’  ‘浄土’ などの教理的要
素に彼女が言及した作品は見られないという。
　また、窪寺先生は、みすゞに見られる＜精神病
理の特徴＞を＜自己愛性パーソナリティ障害
（DSM-V）＞として捉え、彼女の諸作品との照合
を試みた上で、＜彼女の作品にはDSM-Vが指摘す
る自己愛性人格傾向が散見される＞と喝破されて
いる。この＜自己愛性人格傾向＞とは、（先生への
確認を怠ったが）一般に言う ‘ナーシシズム’ のこ
とだろか。
　結論として、＜金子みすゞのスピリチュアリティ
は彼女の精神病理と重なって、自己満足的、自己
中心的、自己絶対化的傾向をもっていた＞と締め
くくられている。これは、＜病的スピリチュアリ
ティ＞に与するもので、一方の＜超越的存在への
謙遜、他者と自己の相対化＞等の特性を伴なった
＜健康なスピリチュアリティ＞とは、明らかに質
的に異なるものとされる。
　さて、この発表の後、梅雨明け直後の猛暑もあっ
てか、当日の参加者は 5 名といささか少なかった
が、ゼミさながらの活発な議論が交わされた。
　会場からは、「みすゞの内的世界を育んだ宗教と
は、父性的宗教か、あるいは母性的宗教か」の発
言もあり、それは今後の研究に俟たねばならない
こと、また、みすゞ同様、自死に至ったオランダ
出身の画家ゴッホ（1853 ～ 1890）の作品と生涯を
めぐっての解釈がやはり難しいこと、とりわけ創
造性の横溢こそが彼の作品（例えば“ひまわり”）
の魅力の中核を成しており、それが同時に自死の
伏線ともなっていることなども話し合われた。
　
（文責：小森英明［こもり・ひであき］浄土真宗僧
侶、作家）
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